
　
も
し
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
―
。
そ
う

考
え
、
備
え
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す

か
。
梅
雨
時
期
を
迎
え
る
前
に
、
私
た

ち
が
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

「
備
え
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
、
考
え
る

災
害
へ
の
備
え

災
害
へ
の
備
え
、
で
き
て
い
る
？

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
何
度
も
言
わ

れ
て
い
る「
災
害
へ
の
備
え
」の
重
要

性
。
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
準
備
を

し
て
い
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

岡
垣
町
で
は
、
平
成
25
年
の
大
雨
に

よ
る
土
砂
崩
れ
や
平
成
21
年
の
手
野
区

の
県
道
原
・
海
老
津
線
の
冠
水
な
ど
、

過
去
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ま
ず
大

切
な
こ
と
は
一
人
ひ
と
り
が
災
害
を
想

定
す
る
こ
と
で
す
。
災
害
経
験
者
は
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど

を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
を
他
人
ご
と
と
思
わ
ず
、
最

低
限
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

　

懐
中
電
灯
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
避

難
に
必
要
な
道
具
や
救
急
セ
ッ
ト
、
貴

重
品
な
ど
を
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場

所
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
食
は
、
も
し
行
政
機
能
な
ど
が

2



穴
あ な い

井義
よしのぶ

信さん（緑ケ丘区）

1995 年１月 17 日に阪神・淡路
大震災を経験して以来、常に災害
が起きたときのことを考え、必要
なものを準備している。

経
験
者
に
聞
く
！「
備
え
」の
大
切
さ

今、考える
災害への備え

―災害への関心、危機感が大切―

一
時
的
に
停
止
し
て
も
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
最
低
で
も
３
～
５
日
分
程
度
の

準
備
を
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

高
齢
者
や
子
ど
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

の
人
は
、
避
難
所
で
の
配
給
食
を
食
べ

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
族
に
合
わ

せ
た
非
常
食
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
食
は
常
に
新
鮮
に

　

準
備
し
た
非
常
食
が
無
駄
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
定
期
的
に
賞
味
期
限
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
常
購
入
す
る
２
倍
の
量
の

米
や
缶
詰
な
ど
を
購
入
し
、
普
段
の
食

事
な
ど
で
使
い
、
半
分
使
っ
た
ら
同
じ

量
を
買
い
足
す
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ

と
で
、
無
理
な
く
常
に
新
鮮
な
も
の
を

備
蓄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
防
災
マ
ッ
プ
」を
使
っ
て

避
難
勧
告
な
ど
に
備
え
よ
う

　

岡
垣
町
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
避
難
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。
避

難
勧
告
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら「
防

災
マ
ッ
プ
」で
住
ん
で
い
る
地
域
が
災

害
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
近
く
の

避
難
所
の
場
所
や
避
難
所
へ
の
ル
ー
ト

な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
手
段

な
ど
は
、
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

▲タンスの転倒防止補強▲非常用持出袋と中身

　震災当時、私は神戸にある会社の社宅に住ん
でいました。ドーンと下から突き上げる音で目
が覚め、震度６強の大地震を経験したのです。
私が住んでいたところはひび割れ程度で、建物
の倒壊など大きな被害はありませんでしたが、
私が勤める会社の本社は神戸市の東部にあり、
かなり被害を受けました。地震発生後は水道や
電気、ガスなどのライフラインがすべて止まり、
電気の復旧は約１週間と早かったものの、水道
や都市ガスの復旧にはしばらく時間がかかりま
した。また３日間くらいはスーパーなどが閉
まっていました。

　このような経験から、災害への備えの大切さ
を痛感しました。とくに準備しておくべきと感
じたものは、水とカセットコンロ、懐中電灯で
す。カセットコンロはある程度の調理などに対
応できます。また懐中電灯は発電式でラジオ付
きのものがあると良いでしょう。そのほかにも
救急用品やマスク、下着などを非常用持出袋に
備え、けがなどをしないようにスリッパやヘル
メットも準備しています。食べ物の備蓄はあま
り難しく考えず、缶詰めや乾パン、ビスケット
などが３日分程度あれば良いでしょう。
　また震災のとき、実際に大きく揺れたことで
テレビが台から落ちるなど、家中の家具が想像
もしないほど動きました。タンスなどの大きな
家具が倒れると、人が下敷きになる可能性があ
りとても危険なので、タンスや家具の補強にも
気を付けています。
　災害は実際に経験しないとその恐ろしさがわ
かりません。岡垣町では大きな災害は起きない
だろうと過信せず、日ごろから危機感を持って
ほしいと思います。私自身、今後も万が一に備
え、最低限の準備を続けていきたいと思います。
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集
結
し
よ
う
、
地
域
の
ち
か
ら

―防災意識の定着が
今後の課題です―

　もし災害が起きるとどうなるのか。地
域の人たちがそれぞれで行動すると適切
な行動や避難ができないなど、災害への
対応に偏りが出るのではないか。また情
報共有が図れず、災害情報を把握できな
い人が出るのではないか。このような問
題に対応するため、戸切白谷区では平成
26年９月に自主防災組織を立ち上げまし
た。
　立ち上げ当初、災害時に対応すべきこ
とを役割分担し、防災訓練を計画してい
ました。当日は雨天のため訓練は中止し
講習会を行いましたが、あらかじめ災害
を想定した役割分担をしておくと、一人
ひとりが取るべき行動が明確化され、広
範囲にわたる漏れのない対応が可能にな
ると思います。それ以降、大きな取り組
みはまだ行っていませんが、今後は具体
的な役割分担組織図の作成を進めていく
予定です。
　災害が起きたとき、スムーズに対応する
ためには防災訓練などを定期的に行い、一
人ひとりの災害への意識を定着、向上させ
ることが大切です。そのためには、今後ど
のように防災活動を進めていくかが課題と
なります。初めから大災害を想定した大が
かりな訓練はできませんが、小さなグルー
プで訓練を行うなど、区の中でできること
から取り組んでいきたいと思います。

災
害
が
起
き
た
と
き
こ
そ

戸切白谷区
区長　宮

みやもと
本和

かずとし
敏さん

▲戸切白谷区の講習会の様子

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
被
災
者
全
員

に
救
助
の
手
が
行
き
届
く
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
の

は
、
地
域
の
ち
か
ら
な
の
で
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
協
力
を

　

大
規
模
災
害
が
起
き
た
と
き
、
町
は

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
署
や

警
察
、
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
全
力
で
被
災
者
の
救
助
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
網

や
情
報
網
の
寸
断
な
ど
で
す
ぐ
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
必
要
と
な
る
の
が
、
地
域

の
ち
か
ら
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
防
災
活
動
で
、
地
域
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岡
垣
町
で
は
現
在
、
55
の
自
治
区
の

う
ち
27
の
自
治
区
で
自
主
防
災
組
織
が

設
立
さ
れ
、
防
災
意
識
を
向
上
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
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今、考える
災害への備え

　岡垣町では、災害に備えるため自主防災組織を立
ち上げた自治会に対し、支援を行っています。これ
までは設立後１年目のみ支援していましたが、平成
27年度から２年目以降の活動に対しても支援する
ように内容を拡充しました。また、地域の防災リー

ダーを育成するため、防災士の資格取得に係る費用
の３分の２を補助する支援も始めました。災害が発
生したときに力を発揮できるように、日ごろから防
災活動に取り組みましょう。

地域の自主防災みんなで
取り組む！

―自主防災組織の活動を支援します―

日
ご
ろ
の
訓
練
も
大
切

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
自
治
区

で
は
、
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
日
ご

ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
班
ご
と
に

役
割
分
担
を
し
た
避
難
訓
練
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動

が
明
確
に
な
り
、
実
際
に
災
害
が
起
き

た
と
き
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
一
人
ひ

と
り
が
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
を

理
解
し
、
積
極
的

に
活
動
し
て
災
害

に
強
い
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

隣
近
所
で
助
け
合
う
こ
と

　

災
害
が
起
き
た
と
き
は
、
い
く
ら
事

前
に
準
備
を
し
て
い
て
も
慌
て
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
で
行
動
す
る

こ
と
に
は
不
安
が
伴
う
も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
の
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
も
し
も
の
と

き
は
、
お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
複

数
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢

者
や
小
さ
な
子
ど
も
、
身
体
が
不
自
由

な
人
が
早
め
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　活動で必要となる防災機材などの購入に対し、
補助金を交付します。

■�１年度あたり、１組織につき１回まで交付し
ます
■機材の購入前に申請してください
■�購入後は、積極的に防災活動に取り組んでく
ださい

自主防災組織補助の内容
交付回数 補助額

１回目
次のいずれか低い額
■防災機材などの合計額
■ 10万円

２回目以降
次のいずれか低い額
■防災機材などの合計額の３分の２
■３万５千円

　次のような機材が補助金交付の対象となります。
対象となる防災機材などの例

区分 品名
情報収集・伝達用 ハンドマイク、携帯用無線機・受令機、携帯用ラジオ、腕章など
初期消火用 砂袋、街頭用消火器、可搬式小型動力ポンプ、水バケツなど
水防用 救命ボート、救命胴衣、ビニールシート、スコップ、土のう袋など
救出用 はしご、ハンマー、ロープ、チェーンソー、鉄パイプなど
救護用 担架、救急セット、毛布、組立式シャワー、簡易トイレなど
避難用 強力ライト、警報器具、投光器、発電機、燃料など
給食・給水用 こんろ、給水タンク、ろ水機、炊飯装置、配膳用食器など
訓練用 心肺蘇生訓練用人形、模擬消火訓練装置、視聴覚機器など

▲旭南区の防災訓練
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町
も
災
害
に
備
え
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
命
や
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に

遠
隔
地
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援

　

近
隣
で
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
の
不
足
な

ど
が
発
生
す
る
中
、
被
災
し
て
い
な
い

遠
方
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

【
支
援
の
内
容
】

◆�

食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需
品

な
ど
の
提
供

◆�

被
災
者
の
救
助
や
救
援
、
復
旧

に
必
要
な
職
員
の
派
遣

◆�

被
災
者
の
救

出
な
ど
に
必

要
な
物
資
の

提
供

　

こ
の
よ
う
な
体
制
で
、
災
害
が
起
き

た
と
き
に
他
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら

被
災
者
の
救
助
や
救
援
、
町
の
復
旧
作

業
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

備
え
て
い
ま
す
。

▲津幡町・岡垣町災害時相互応援協定締結式の様子

★

他
自
治
体
と
の
支
援
体
制
を

整
え
て
い
ま
す

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
町
が
す
べ
て

の
被
災
者
の
救
助
や
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
備
え
て
、

町
は
近
隣
市
町
村
と
お
互
い
に
支
援
す

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、

近
隣
市
町
村
も
同
時
に
被
災
し
、
支
援

し
合
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
は
、
遠
く
離
れ
た
場
所

か
ら
お
互
い
を
支
援
し
合
え
る
よ
う
に
、

平
成
24
年
３
月
に
石
川
県
津
幡
町
と「
災

害
時
相
互
応
援
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

石川県津幡町
人口　　37,776 人
　男性　18,385 人
　女性　19,391 人
世帯数　13,416 世帯
面積　　110.44 ㎢
（平成 27年 4月 30日現在） ▲町章
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災
害
発
生
時
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
を
発
信
し
ま
す

今、考える
災害への備え

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
ま
す

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
災
害
の
状
況
や
避

難
所
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

■
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow

n.
okagaki.lg.jp/

■
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https://w
w
w
.face

book.com
/okagaki

m
achi登

録
し
よ
う
！
防
災
メ
ー
ル

　

県
の
情
報
発
信
メ
ー
ル「
防
災
メ
ー

ル・ま
も
る
く
ん
」で
は
、
地
震
や
台
風
、

大
雨
な
ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
犯

情
報
や
高
齢
者
な
ど
の
は
い
か
い
、
捜

索
情
報
な
ど
も
配
信
さ
れ
る
の
で
、
登

録（
無
料
）し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

■
登
録
サ
イ
ト

http://w
w
w
.bousai.

pref.fukuoka.jp/
m
am
orukun/

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

　

災
害
が
起
き
、
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
と
き
は
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

で
家
族
や
友
人
の
安
否
確
認
が
で
き
ま

す
。
公
衆
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
も
利

用
で
き
ま
す
。

■
伝
言
を
登
録
す
る
と
き

　
１
７
１
→
１
→
自
分
の
電
話
番
号

■
伝
言
を
聞
く
と
き

　
１
７
１
→
２
→
相
手
の
電
話
番
号

※
電
話
番
号
は
市
外
局
番
か
ら
入
力

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
緊
急
防
災
無
線
や

有
線
放
送
、
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

な
ど
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
と
き
ま
た
は
、
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
で
少
し
で
も
多
く
の
情
報

を
収
集
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
な
ど
、
落
ち

着
い
て
適
切
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課
へ

■岡垣町防災訓練
　年に１回、ゲリラ豪雨などを想定し岡垣町防
災訓練を行っています。訓練は、防災体制の向

上を目指し、遠賀郡消
防本部や自治区、陸上
自衛隊小倉駐屯地など
多くの関係団体と連携
し、細かなシナリオを
示さない訓練方法を採
用しています。

■全国瞬時警報システム
　（Ｊ－アラート）の訓練放送
　年に数回、国と連携して緊急
地震速報の訓練放送を行ってい
ます。皆さんもこの訓練放送で、
緊急地震速報を聞いたときにあ
わてずに自分の身を守れるか確
かめてください。

無線システムの整備
　さまざまな災害情報を迅速にお知らせすると
ともに地域の情報を身近に受信できる方法とし
て、各世帯で無線方式により受信できる新たな
システム整備に向けた設計を進めています。
　これは、以前から運用してきた有線放送設備
が老朽化していることや新しい団地などでは、
有線放送受信設備が設置されていない世帯が多
くあることから、その対策として行うものです。▲訓練の様子

もしものときに備えて
訓練や新システムの導入に取り組んでいます

定期的な訓練 新システムの導入

※写真はイメージです
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